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右
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追
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⑩
樣
御
申
達
可
相
ぎ
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

'

(

1)

"

鐵
道
察
事
務
簿-
卷
1

、
第
五
十
三
項

「

人
足
賈
銀
伺

」

。

I 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

‘

C

2

w

鐵
道
省
編
、
日
本
鐵
道
史
、
大
正
十
年
、
上
卷
、
九
四
丨
五
頁
。

■̂
3〕

.

.鐵
道
省
編
、
”
鐵
道
士
瞥
，
大:1
£

十
：年
、

「

五
-$
:

丨
六
頁。
::
;

.
'
'
<-
-;
::
:

:

.

.
:
:
:

C

4)

前
掲
、
山
形
經
濟
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二
肯1

1
.十

！：
1

始
業
豫
定
の「

新
橋
：5

ァ
ー
ー

邊
橋
ス
#

丨
シ
4

>:
_

吩
湯
稃
所
-
'讓

築
^

芑
で
"
は
：大
エ
四
士
錢
忐
エ
：六
十
五
錢
.
瓦
師
ニ 

丨
も
高
額
<?
:
;な
っ
で
居
る
の
で
办
る0
.
こ
れ
広
ょ
0

て
諸
職
人
賃
銀
は:>
概
し
て
考
ふ
な
：ら
ば
、.六
年
.に̂

^

て
嵩
騰
じ
た
キ1
般
化
す
.
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ&
.5'
;:
0

勿
論
そ
0;

テ
<

ボ
は
、1
:率
で
は
な
<

職
別
忙
ょ
っ
て
樣
々
で
；あ
っ
た
こ
と
は

,

'
,:
'】

1

)

體

來

京

忙
.

^

^
る

賛

銀

办

變

動

：
ど

^

^
^

於

け

る

そ

：
れ

と

：
が

殆

ど

同

方

向

を

採

つ

て
居
る
こ
と
は
、
右

表

を
--
-
*
瞥
す
れ
ば
直
ちに 

認
ぬ
ら
れ
る
ね
占
で
.
あ
ら
ラq

從
っ
て
七
架
の
橫
濱
^

於

け

る

大

：
エ
賛
親
が
一
ー

_

あ

：
り

、

石

H

が
1
ニ
：種
、
人
足
が
：三
：

.種

あ
.?
>

が
、
そ
0'
'ぅ 

ち
孰
れ
の
最
低
の
も
ぬ
も
,;
>
:
す
ぺ
て
同
年
度
の
初
頭
.に

於

け

，
る

建

«

目

途

；
に

見
&

れ
る
の
で
あ
や
て.
_
_
_例
へ
ば
ご
月
末
起
工
の

「

㈣
 

濱

ス

为
-1
:

:シ
:«
'

.̂

權

内

-

^

瓿

屋

建

築

冷

'0

-
.
-
、

沄

大H

は
四
十
錢
义
嚴
は1
1
士
錢
电
い
ぷ
言̂

高
ま
；っ.
：
て

居

る

の

：
で

.あ

芩
.

:

.

，卜
明
治
八
年0:
:
賃
銀
額
に
就
い
で
は
特
に
目
新
し
い
も
の
も
教
い

-0

土
記
以
こ
と
が
こ
：の
架
度
に
於
い
て
も
天
體
の
傾
向
と
し
て
適
用

さ
わ
る
&;

と
を
一
存'
へ
：..：ば

十

：分

，：で

お

6

;̂
:°
.
太
±

や

人

足

の®

:
.
.
.
: 

.

.

. 

.

. 

.

明
治
初
牢
に
於
げ
る
賭
職
人
の
勞
働
事
情

 

ニ
ーs
.
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明
治
初
年
に
於
げ
る
諸
職
人
の
勞
俲
事
情

. 

ー
三
幽_ 

(

ー
七
九0
>

.
く I

.

人
四
十
錢
、§
:

鋳

橋一

ー
：
十

舍

錢

〗

ハ
庫
，
横

濱
11
:

十
錢
茫
維
持
：
1>

で
居
'る
0

,
思
ち
ら
か
と
衰
へ
ば
新霧

の

數

字

に此a

て
横
濱
の- 

そ
权
は
多
少@
2

!

!

:

#
お
を
©

を
常
ど
1>

で
ゐ
る
が
パ
こ
の
年
度
の
先
食
賃
銀
だ
け
は
そ
の
逆
虼
な
0

て
居
る
。

' 

即
ち
翁
表
に
見
る
如
く 

新
楙
<0
,

廷
件
ぁ
|

1

“入
ご
十
丄
録
山
鐘'-.
-
»
:橫
*

0

*

ー#

孰
^

^

ー
每
七
錢̂

厘
と
約
十一

錢
の
開
き
を
見
せ
て
居
る
。
.こ
の
原
因
は
別 

ぬ
估
^

ゆ
質
の
相
違
に
承
め
る
こ
お̂
出
來
な
-

5

や
ぅ
贷
あ
る3

と
_

.

ふ
：0
ぼ
>
:
新
攝
2

1

硬

新
築」〈

B

月
屮
ー
一

E

始
業
谶
定)(
8

3

通

橋

：
5

ア
：1
.
ぢ

^

«

内

塞

繊

新

築」

，(

屮
ー̂
 ̂

:「

新
極
.ス
：.尹
1

シ
日
^
 

構
內
汩
炭
置
所
新
築
：

K

九
f

 
一M-
十
セ
日
起
工
豫
定
の
入
费
目
途
^
10

产
.を
指
す
ゐ5

|
 

i

 

0

H
件
は
、
四
月A

日
.建
築
許
可
の
 

「

證

5

K

4

K.W
.
.
:シ
_

朽

霧
_

役所
物置
共建

_

S

>

N
横
濱

X

命
1

シ
〒
ン
プ
ラ
ッ
ト

_

丨
A

車
差
入
之
場
所
幷
土
 

留
楓f

指
取
通
方
し

(

七
年
五
月
十
六
日
起
工
•

八

ハ

ヰ

六

月

二

十

九

H

卒
業)

c
12
r

七
月
ニ
十A

日
許
可
の「

横
濱
ス
テ
ー
シ

*

ン
乘
車
場 

築
延
が
屋
根
繼
见
シ
^

を
茇
ふ
の
で
あ
：々

て

 

>、
估
事
の
性
質
が
ら
ー
8

へ
ば
::
>

_

橋
め
，方
こ
そ
高
賃
銀
な
る
べ
き
喾
の
と
と
ろ
で
あ
る

？• 

擊

度

が

横

濱rc
於
け
る
左
官
職
の
數
字
が
無
い
か
ら
解

4

な
^

が
、
遍
し
例
：今
ば
俞
带
八
.月

新

橋

：
粮

於

：
い

主

1、

間

半£1
1

輩

p

r 

f
t 

歳

％

テ
：
手

堅

.ず

分

見

當

リ

候

一

得

有

(

金

：
ー
：
ー

.ー
首
：八
十
圓
异
念

〕

買
大
引
建
直

〔

シ
.

」

以
：つ.て
貯
蓄
科
土.著

讓

a

た
場
合C
13
V

使
役
し 

た
龄
官
仕
九
十
人r

此
賃
料
金
竺
十2
圓
七
+

五
灣
但
一.
人
把
伸
#

:
_-

ヤ
七
錢
，五
、厘5が
(0
:

' 

I

l

l

l

#

sに 

ょ

れ

ば

左

管

は

セ

半

啩

卡

六

衊

七

艇

，
八

哔

^

+

八
_

厘
で
賃
銀
は
高.く
な
0:

で
居
る
と
と
等
か
ら
推
し
て
、
八
年
度

.

Q

横
濱
：の
は
鐵
 

,

逍
寮
•

雇
左
官
の
中
職
賃
鈒
、
"
新
橋
：の.は
下
職
の
賃
銀
と
考
へ
を
外
は
.無
^

と
息
ば
れ
る
。

「

•

:〉

.'

.

以
上
0-

他
.の
詉
職
人
足0,
賃
銀
に
就
，い
て
比
右
の_

の
：件
»

に
ょ
る
，此
重
が:;
>

な
ま
.な

：
が

な

註

釋

以

.上
，に
雄
辯
圮
賢 

す

る

：
こ

表

で

.あ

^

う
 
o
'
.
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V
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.

ハ辦務簿、

へ
卷
十
四
、

■

第
十
二
；
頊「

醫

k

夫
1〉

シ.
ョ
V'

灣

T-

水
5

V

件

.
、
：
.：.：シ
バ
： 

.

'

パ(

2
>

:.

同ノ卷ー：
1
十
、
-
德
1
1
ー
_

新

橋

辑

機

械

方

霸

(

3
V
:'
^

'

卷
ー
..ナ
十;'
'

第
七
^

新
.橋
ス」

ア>
^

(

4

X

同

、$
1

十

、

第±

_

「

新

橋

ス

テ

ー

シ

：
ョ
ン
：
出

^

.

.
ン
.
.

... 

.

.

.

.

.

.

.

.

. .

.

.

.
、

，

.

.

.

.
,
'
.
• 

•
; 

" 

.

. 

.

, 

. 

•ト

.

，. 

....

(

i

,

同
、：'卷」

一

十
、
第
十
：

I

孭「

新
橋
X

T

 

,

o
)

同
、
卷U

十
、
第
六.
孭「

锁
獱
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
火
夫
部
昆
漶
築
伺
丼
指
令
し
。
：
,

.
?■
>

同
*
後
ニ
十
、
第
九
孭「

横

损

ス

テ
.1
シ
ョ
ン
W

搨
苻
所
渐
激
肩
讲
指
冷
し。

：

'

.:

.

■

(

8

)

同
、
卷
1

ー
十
九
.
の
ー
、
第
ニ
項「

御
鹿
外
關
人
器
械
方11
!

:
話
役
往
极
宵
舍
轨
築
ノ
儀
伺
指
令
0

 ゝ

c
9,
y

同
、
卷
二'
十
九
の1

T
.

第
五
項
1新
橋
ス
テ
ー
シ
ョ■ノ
構
內
容
車
庫̂

築
'之
義
伺
指
令」

。
：

..
<
10)

同
、
卷
ニ
十
九
の.
ニ
、
第
六
頃「

新
橋
ス
テ-

シ
ョ
ン
構
內
へ
耵
炭!«
咨
所
ー
棟
建
築
ノ
儀
伺
指
令

」

。

.

..还

)「

同
1

卷
ニ
十
九
の
一、
'第
三
瓚
橫
濱
_
直
寮
構̂

鍛
啟
場
新
築
伺
撤
令/
 

. 

■:
.

:

.(

12)

同
，
、

卷

ニ

十

九

の

=:

、
第
ー
項「

橫
濱
ス
デ
丨-
シ
ョ
.ン
ブ
ラ
ッ
ト
ホ'
1
ム
窀
差
入
所
驻
外
ェ
斟
卒
業
屆

」

。

•,
;(

13
>

同
、
卷
ニ
十
、
第
十
八
項

「

新
橋
構
S

織
建
築
伺
幷
指
令」

。

…
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四

明
治
七
年
及
び
九
年
の
京
阪 

/

霞
に
揭
げ
る
も
の
は
明
治
七
年
に
於
け
る
大
阪
鐵
道
寮
御
雇
の
諸
職

H

賃
銀
と
、
九
年
の
京
邵
出
張
所
に
：於
け
.

.

I
れ
と
.で
あ
る
。 

馨

は

、
七
年
二
月
旣
に
太
阪
に
本
據
.を
移
：鬆
鐵
道
寮
か
ら'
 

本
省
灣
ェ
部
省)

精
算
課
に
向.
け

九

月

一
m

©.

つ
£

#

 

內
譯
表
の
形
式
を
問
合
せ
た
文
書c

i

の
中
に
衆
さ
れ
：た
も
の
で
あ
る
。
^

れ
は
次
の
四
種
し
か
揭
載.さ
れ
て
居
な
い
。

呔

ェ

 

八

等
 

三
六
錢
'0 

同」

 

九

等
 

i

v

o

大
工 

十

等
 

ニ
八•

©

 

同
.
.
. 

上 

m

5

.

T

0

明
治
轫
年
に
於
ける
_
織
人
の
勞
修
琪
情 

1
H
i

五

ハ

1

七
プ
1)



明
治
初
年
に
於
け
る
諸
職
人
の
勞
_
琪
情

左 同 同 同 鍛 同 大

冶官

七 五 下 中八

等 等 等 等 等 蛛 等 等

1
;
K.
〇 

ニ
四
.
Q 

_四
八
6
 

四
9

’〇 

三
六 

1

一
九
，
六 

」

ニ 
四
.0'
、
 

三
六
•
〇

U

一
 

1六

(
1

七
九
ニ)

友
官 

上

等

.

.

.
一1

八
6
 

.

.

.

同
、

.

.

V'

中

'等
' 

.

ニ

四 
6

 

 ̂

 ̂

'

下

，
.，等
.

-

5

6

 

.

人

.

.
'
:
足

：

，
：.
/
一

へ

.
ぐ九

.
'
等

：
'
.
.
三

ニ

，0

(

東
京
ョ
リ
雇
入) 

.■
-

_

「

.
V 
,

十
：：’.

等

：
.ニ
：
八
6

(

同

斷)

.

同 

上

等 

4

八
•〇
：

同

：

. 

中
'
等 

H

ハ
•
〇 

。

'
-同

.

.し
-

:

.

.

.

'

.

.
'

下
■.
'等
.

.

-

一
三
。
つ

右
の
^
&
を
前
節
に
揭
げ
た
七
年
の
京
濱
に
於
け

る
も
，の
と
比
較
ボ
る
な
ら
ば
、
大
阪
の
方
が
下
廻
つて
居
る
こ
と
が
認
め
含
る

で
あ
ら
ラ
。.
.

-
ニ
ン
'

:」

,'
:
' 

-

旣
^

の
如
く
、
膚

道:|
は
明
治
十
年
一
月
十

r

 

|

以
つ
て
官
制.
4
そ
の
姿
を
消
し
た
。
從
つ
て
該
察
事
務
簿
は
九
年
末
ま
で

の
記 

錄
を
以
づて
漱
っ
て
居
^

が
、.
こ
、の
明"治

渗

に

於

サ

る

御5

築
勞
働
者»,
實
銀
額
敗.び
。に
勞
働
時
間の
調
f

し
て
は
、
次
に
擧 

げ
る
と
‘
••
^

の
&

策
出
ぼ;.
1
1潔
場
に
.樂
廿
石
も
め
が
牧
め
ら
れ
て
居
^

み
で
：ぁ̂
 

て

安

川

エ

部

少

 

透
は
安
？
^

#

森

頭
*

著

、;:
;
.
-
,羡

灘

遭

凝

咯
|
^業

鵁

使

_

職

ヱ

逢

賛

西

京

出

麗

築

場

之

分

ー

ー

限
リ
別
紙
賃
金
表
之
通
更 

茁

本

用
一
日
ョ
リ
施
行
致
候
益
屆
饨
た
。
？

何

激

に

垔

潘

漲

1

4
::
*

場
_

役
.
の
分
の
み
賃
銀
の
更
芷
を
行
つ
.た
か
の
理
由
は
詳
か
で 

な
い
。
し
か
飞
そ
の
更
芷
と
は
マ
賃
銀
引
上
げ
を
宕
ふ
め
で
ぁ
る
か
、
そ
れ
戈
引
下
げ
な
の
で

ぁ
る
か
に就
い
て
も
.刹
然
し
な
い
。 

然
し
恐
ち
く
は
引
下
げ
為
の
で
は
な
ャ
か
遙
及
れ
名
。
ま

ふ
.
の
は
、
周
蠢
の
如
く
明
治
七
年
末
の
恐
蟹
來

則
き
績
い
た
不
景
氣

と
そ
の
現
象
と
し
て
の
商
況
不
振
と
は
、
そ
の
勢
を
減
ず
'
る
こ
と
な
く
明
洽
九
牢
全
體
を
过
ん
で
皆
た
か
ら
で
あ
る
0

け
れ
ど
も
こ
ひ 

引
下
げ
と
^

こ
と
は
、
筆
者
の
推
測
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
當
時の'1:

般
的
情
勢
か
ら
推
し
て
論
徽
し
た
に
過
ぎ 

な
い
。
鐵
道
續
が
拱
し
てI

般
的
賃
銀
引
下
げ
の
傾
向
に合
流
し
た
か
ど
ぅ
：か
は
素
よ
り
不
明
であ
•る
。
然
し
愛
に
、
斯
か
る
_

の 

臆
L

對
化
、
こ
の
賃
銀
更.正
.
と
は
引
上
げ
で
あ
る
洽
論
據
も
禪
在
す
ゐ
や
ぅ
に
思
は
れ
る
。
即
ち
第
一
に
、

前
記
の
七
平
大
阪 

に
於
け
る
賃
銀
額
と
次
表
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
な
ち
ば
、

”

こ
の
.
九
月
京
都
に
於
い
て
新
た
に-1
:

施
さ
れ
た
も
の
の
.汸
が
高
額
で
あ
る 

こ
と
：か
ら
し
ズ
、
賃
銀
は
引
上
げ
ち
れ
た
と
も
思
は
れ
よ

^

0

然
し
こ
れ
杜
危
險
な
論
斷
で.あ
る
0

と
い
ふ
の
は
、右
の
比
較
そ
の
も 

の
裳
柢
が
漑
に
甚
だ
不
十
分
な
も0

で
あ
る
か
兔
、
"s
J

m

、
こ
の
年
P

九
月
京
都
の
大
宮
通
に
假
停
职
場
が
設
け
ら
れ
.て
神
戶
と 

の

間

に

、
直

謹

轉

が

開

か

れ

た

こ

:>

か
ら
し
て
、：
そ
の
ー:>
.月
前
.
の
京
都
に
於
け.る
歡
築
は
謂
は
レ
仕
上
げ
仕
事
に
近
づ
：い
た
わ
け
で 

あ
る
か
ら
、
そ
こ
：で
賃
銀
の
引
上
ぜ
も
必
敷
に
な
つ
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